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研究成果の概要 

 

本年度はプロジェクト開始初年度として、研究期間全体における研究課題の明確化およびイン

タビュー時における統括・領域アドバイザのフィードバックを受けた研究項目の整理、マイルストー

ンの設置、等を行った。特にチーム全体として密に協調した研究開発を行うため、プロジェクト合宿

を実施し、各チーム間の相互理解、課題の共有、研究開発の方向性の確認、などの議論を行っ

た。これらの議論を通じ、本研究プロジェクトの通称を Internet of Realities とし、そのビジョンとミッ

ションを明確化し、ホームページを通じて公開を行った。各研究項目の進捗として、研究項目１で

は名古屋大学グループが中心となり、デジタルツインのデータ資産を包括的に管理するためのオ

ントロジーを提案した。また、リアリティ接続基盤としてロボット型装置を開発し、国内外の展示会、

学会でデモンストレーションを行い、一部学会では賞を授与された。研究項目２では東邦大学グル

ープが中心となり、様々なリアリティ間における利用主体整合性保証実現の基礎となる周辺技術の

調査と環境整備を行った。例として、ハードウェアの信頼確立に係る ARM TrustZoneの調査、XR

でも採用されるWeb技術においてクライアントサイドで発露する DOM based XSSの発生原因調

査と対応策の検討など、を行った。また、TEE（Intel SGX）を利用した高機能暗号の実現とそのプロ

トタイプ実用可能性を整理して国内会議で発表した。研究項目３ではカディンチェグループが中心

となり、没入環境における視覚刺激の医学的影響を明らかにするための環境整備、実験アプリケ

ーションの構築を行い、一部実験を開始した。更に、研究項目４では、迅速な実証実験を可能とす

るため、各実証実験フィールド関係者と打ち合わせを開始するとともに、東山動植物園ではメタバ

ース環境の整備、実空間センシングを行うためのセンサ基盤の整備、を進めた。 
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